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哀傷の射水〓∴｣
日頃のご支援に感謝申し上げます秋の深ま-とともに肌寒い日も多-なりつつあ

-ますが'皆様にはいかがお過ごしでしょうか｡

私は'当選して以来4回の定例議会を経験Lt

ほほ1年間が経過しようとしております｡これまでの皆様のご支援に探-感謝申し上げます｡

さて'去る8月に'市当局から｢庁舎整備方針

の議論のたたき台｣が提示されました｡9月定例議会でもさまざまな議論があ-ましたが'この間題は'少な-とも今年度中に方向性を定めなければならない重要な課題であります｡私が9月議会で行った質問とともに概要をご報告申し上げます｡

平成2 2年9月定例会

庁舎整備方針が提示される
今定例会開催前に'庁舎整備方針について公に

明らかにする前に議会内の各会派ごとに説明したいと市当局から打診があり日程調整までしていたのですが'説明をもらう前に新聞で報道されてしまいました｡これには当局も相当動揺したようですが'とにかくAt Bの2案が明らかとな-ました｡当局は｢議論のたたき台｣としていますが'今後は急速に議論が加速するものと思われます｡この間題を含め次の3点について質問しました｡問l　統合庁舎の建設について

これまで'市民の代表16名による射水市統合
庁舎建設等検討市民懇話会'そして12名の委員による射水市統合庁舎建設基本構想策定委員会による議論の積み重ねがあった｡しかしながら'今回提示された｢たたき台｣については'どこで誰と誰が議論してどういうふうに決めたという経過がまった-見えない｡これまで議論に参加してこられた市民の代表'有識者'その議論を見守ってきた多くの市民には'突如として浮上してきた案として写っているのではないか｡この　｢たたき台｣を定めるにいたった手順や過程を明快かつ詳細に示していただきたい｡

また'どの案に落ち着こうとも'そこで市民

サービスを提供してい-のは市の職員である｡現場を一番よ-知る彼らへの説明等をまった-しないままにすれば'これからの志気にかかわることになると考えるが'見解を問う｡

多くの市民から経費ばかりが強調されてお-'

9万4千射水市民の一体感をより深めるためにはどうすればいいのかという観点が欠落しているという意見があった｡庁舎を建設することによって地域間の溝が深まるような不幸な結果を招-ことは絶対に避けなければならない｡多少経費が嵩んだとしても'少しでも多-の市民が納得できる選択をする方が射水市全体の将来のためになる｡目には見えない地域間の垣根を少しでも低-して一体感をより深めるためにも'庁舎のほかのインフラ整備も視野に入れながら'市民に｢見える･わかる･わかり合える｣ように庁舎建設の議論を進めていくべきだと考えるが'見解を問う｡

答弁(市長政策室長)今回のたたき台については'
統合庁舎建設等検討市民懇話会からの提言内容や'統合庁舎建設調査委貞会で積み重ねてきた資料等も再度見直し'改めて庁舎に関する考え方を整理し'提示したものである｡また'現在の社会経済状況や本市の現状を踏まえた上で'庁舎整備に当たっては'｢いくらかかるか｣ではなく'｢いくらかけられるのか｣という考え方から'可能な限りの経費節減を念頭に多方面から検討を重ねたものである｡庁舎の整備は'本市の最重要課題の一つであ-'当然のことながら今回のたたき台は'庁議において協議をした上で提示したものである｡なお'今後'議論が深まる中で'様々な検討項目が出てくると考えら
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撞示された庁舎整備方針の概要 

A案;浮雲芸富商庁舎､新湊庁舎を北庁舎として新 �(栗�h+ﾘ,��ｨ�,�9ﾘﾘy*��/��i'ｨ+x.��ｨﾘr� 

建設形態 職員1人当たりの必 要面積:30rrf(総務 省の起債基準) �>ﾉ*��淫ﾉ�鋳�統合庁舎 
l想定職員数l338人(教育委員会以外) ��ｩ.��X什�C3s��ﾂ�

l建築延床面積I10,100m2(30m2×338人) 佶ｩ'ｨ路��lｩ�����3��ﾓ"�3�'&e�3s��ﾂ��

北庁舎(新湊) �#"ﾃC��'&b�W�&駘ｩ��*��2ﾃ���ﾓ*I)8棈�｣�B��鵜6ﾓ*H+ｸ,ﾂ�SB經��'&b��

l想定職員数l48人(教育委員会等) 

F建築延床面積E1,400m2(30nfX48人) 

窓口施設 �8�8���YnR��Y8r陋ｩ&霎h,丿SI�ﾉGｩ'R��5箇所(5地区に各4人配置) 

室機能 丿Y&霎h,ﾈﾏhｺH郢�ﾙ9�/�ｨ駅�+ZH�洩顋�Jﾘﾗ8ｼik�/�ﾗ8*B�各地区の公共施設等を活用し､証明書発行業務を行う 
ほか､市民相談窓口を配置するo 北庁舎に､ほとんどの市民ニーズに対応できる｢市民 総合窓口｣を併設する○ �-�*唏�9j��ｩ&ｹ�ｸﾏｸ/�Gｩ'X+x.薬�

既存庁舎の取扱 傅ﾉ�帝�ij�,ﾈﾋｹ*��,ﾚI�i*��ﾉｩ�ﾘﾎ:I�ﾈ.(*�,偃h.��5庁舎すべてについて､段階的に廃止を検討o 壊すo ��h揵�帝�ij�*��W�&�/�HHｷ�+X+ﾘ�ｨﾘzIo���ﾘ苓,ﾈﾜ�?ﾂ�
大門.大島.下庁舎は､段階的に廃止を検討o �*ｨﾊ俛�-ﾈ.ｨ.�*ｪH岔y8,ﾈｾ�ｧｨ,�,ﾘﾖﾉ{h+8.ｨ,H*(,�*&��

##* 涛��(壓冷�100.0億円 

実賞負担額 鉄b��壓冷�60.0億円 

問 

｢み公方のたあ法=てま出らつきンた化市醸庁費討がす設備見れ 
移'共｣制○りの先いずすずてたフ 剩ｻ'民成舎面をまらる基方調る 
動い交を定そ方趣の地くはこ'地いラ断合の｣整の重た'こ本針登が 
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利る危し連'究踏議共がの必多の貞もン例性慮方強結回段く策定分れ ｣交機た施国しま会交重2要く溝ご視ト事のす針調束の階'定しにま 

を通的o策士てえで通要案とのを指野を業確ベをし提2にそ委た行で 
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すを祝に実省た市が充るたてがよとれし効既イるるたつで討でにめり 
る合によにはいの検にときい納うおなな率成ン上ももいい過のはて関 
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また'数年後､海王丸パークの観光事情は一
変するものと思われるが'いかに人の流れを効果的に本市に呼び込むかに係っていると言っても過言ではない｡このことから'今議会に'万葉線利用促進事業として'万葉線沿線に点在する観光資源を活用した新たな観光ルートの開発等のため'145･8万円を補正予算として計上しているところであるが'総合的な公共交通体系の一層の整備について'関係部局による庁内検討委員会を設置し'検討してい-0

問三　樹木保存法に基づく保存樹の指定について

暫定施行されていた｢新湊市緑化推進条例｣
が廃止となったが'それについて市民から意見を頂戴した｡条例廃止の趣旨は'条例制定後の緑化推進に関する法整備等がなされ'条例の果たすべき役割は終わったからというものであった｡しかし'この条例で規定されていた保存樹木の指定に関する上位法令の｢樹木保存法｣は'依然として有効であり'美観風致を維持するため必要があり一定の基準に該当する樹木を保存樹として指定することを自治体に促している｡この精神に則り､富山市と高岡市は'合併してもなお市全域に保存樹の指定制度を適用している｡

かつて新湊地域で保存指定されていた樹木の
所有者をすべて伺ったところ'指定されていた樹木にまつわる歴史について懇々と説明して-ださった方'枝の勢走や害虫駆除など維持することの苦労について切々と訴えられる方など様々であったが'いずれも人間の小ささを教えてくれるような大木であり'その立ち姿に感動

を憶えた｡なかでも一番印象に残ったのは'鳥の糞をめぐって周辺住民とのトラブルが生じており'指定されていた樹木を切ってしまうべきかそれとも残すべきか家族で真剣に悩んでいるという相談をされたことだった｡

市当局は'簡単に地域住民等が自ら保存して

いくように努めてほしいと言うが'現実はこんなものである｡市民の皆さんに地域に根ざした歴史ある樹木を保存するよう啓発してい-のも自治体の重要な役割であると今も樹木保存法は説いているのではないか｡こうした緑や自然を大切にする心を後世にどう継承してい-べきなのか見解を問う｡
答弁(産業経済部長)本年3月に'保存樹を指定

した｢新湊市緑化推進条例｣を廃止した｡この条例は'緑化とその保全及び市民の健康で文化的な生活を確保する目的で昭和48年に制定されたが'条例で規定する活動が花と緑の銀行の活動と重複すること'他の法律がこの条例を上まわる規定を定めるようになったこと'また保存樹の指定が旧新湊市だけに適用されており公平性に欠けることなどに拠り'暫定条例であったこの条例の存続する意味がな-なり廃止したものである｡この結果'7本の保存樹の指定を解除することとなったが'市としては'保存樹指定の有無に関わらず'地域住民に長年にわたり親しまれている各地の樹木は'地域のシンボルとして守り続けられるものと考える｡

したがって'樹木の保存も含め'緑や自然を
大切にする心の後世への継承については､地域の花と緑の銀行の緑化活動や'子供たちが学校や地域での行事や遊びを通して地域の自然に数

多く触れることに拠り徐々に醸成されるものと考えるので'今後とも関係者のご理解とご協力をお願いしたい｡
I-一一一一一一------･･-----可　決　し　た　主　な　議　案--------一一-一一-I

1平成22年度一般会計補正予算(第2号)

7億4. 003万円を追加補正し､予算総額を379億5, 297万7千円とするもの｡主な要因は前年

度繰越金の確定など｡

2　平成22年度特別会計補正予算

国民健康保険､後期高齢者医療､介護保険､下水道及び農業集落排水の5特別事業につい

て計2億6, 771万2千円を追加補正するもの｡

3　コミュニティセンター条例の制定

市内27箇所の地区公民館を｢地域づくり活動｣ ｢生涯学習｣ ｢地域住民の交流｣の事業に供

するコミュニティセンターに移行する条例を定めるもの｡

4　中央公民館条例の制定

コミュニティセンター条例の制定に伴い､射水市立公民館条例を廃止し､全市内の生涯学

習の振興に資するため新たに中央公民館条例を定めるもの｡
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H22. 9. 11北日本新聞▼

田岡l嘉内で違いも

重商窟市提示の2案論議

市町村議会

10日開かれた射水市議会本
会議で一般質問した10氏のうち､5氏が庁舎問題をただした｡市が議論のたたき台として提示した2案について､基本的な考え方の表明が相次いだ｡同一会派でも意見の異なるケースがあり'問題の複雑さがにじみ出た｡

市が示しているのは､小杉､
新湊庁舎の敷地を活用する｢南北庁舎案｣と新たな用地

を求める｢統合庁舎案｣｡これに対し小島啓子､津本二三男の両氏は｢既存敷地を活用すべき｣と主張｡石黒善隆氏は｢統合庁舎以外にない｣､中野正1氏は｢旧5市町村から等距離の新しい場所で｣との考え萱不した｡
一方､浄村理氏は議論経過

が市民に見える形で進められるよう注文し｢庁舎問題で地域間の溝を深めてはならない｣と述べた｡小島､中野､津村の3氏は社民党議員会｡

は諸雛鞘蛸謂細る｣とした上で､議会との協議を最優先する考えをあらためて強調｡｢今後の議静の中で修正を加え､より多くの市民からコンセンサスが得られる案にしたい｣と述べた｡

沢村お/さぢ後援会定期総会･

市政報告会開噂のお知らせ

後援会の1年間の活動を振り返るとともに､沢

村の議会活動をご報告し､皆様の貴重なご意見を

賜ることを目的に､下記のとおり後援会定期総会･

市政報告会を開催いたします｡お気軽にご参集く

ださい｡

◎と　き　平成22年11月13日仕)

午後4時から1時間程度

◎ところ　神楽町公民館

※どなたでも参加自由です｡

▼H22. 9. 18　北日本新聞

嚢が背負った最低限の〟宿題〟と言

庁舎議論オープンにえる｡

まちづくりの将来ビジョンと庁舎の役

庁舎問題の本格的な議論がスタートし
た｡市は｢南北庁舎案｣と｢統合庁舎新設集｣を提示したが､2案の本質は｢既存のものを生かすか､新たな場所に建設するか｣　(夏野市長)にある｡

市が整備財源に当て込んでいる合併特
例億は平成27年度末が活用期限となっており､本年度内の基杢刀針決定は､市と

割､財政見通しなど議静の切り口はいくつもある｡結論がより多くの市民の共感を得られるよう､主張と根拠を明確にしてオープンに議論すべきだ｡庁舎問題をめぐり､合併前の市町村間の清が深まるようなことはあってほならなヽI 0
Lluじ

(射水総局長･高橋革博)
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津村　理の自宅: 〒934-0054　射水市神楽町55

(市民病院のすぐ近くです｡)
T E L0766-84-0655/ F A XO766-84-0695
E I Man : o_sawamura@po9.canet.ne.jp

滞肘　理へのご意貝･ヱ専望･激励を

お待ちしています｡


